
自己評価力の育成を図る指導の工夫

一第4学年　日本各地の自然とくらし一

大青戸　若光

1.社会科の学習活動と自己評価力

何を学習するのか,どうやって学習するのか,どれだけわかって,何が分からないのかなど,学

習の主体である児童自身にこそ自分の学習に対する自己評価ができていて,生きた学習になる。

社会科の教科特性として,何を学習し,どれだけわかったかを自己評価しにくい面がある。そこ

で,自己評価しやすい指導過程の工夫や自己評価の方法を指導する必要がある。評価は,学習者で

ある児童自身のものと考える。教師がどのような評価を繰り返しても,それらが児童一人一人に反

映されねば意味がない。学習活動において,「評価と学習の一体化」「評価は学習そのもの」と考え

て「学習過程の中で自己評価力をどう育てるか」を研究諌題としている。

これまでも,児童の学習意欲の向上のために,観点別達成目標の設定や学習内容に応じた評価を

実施している。しかし,それらについて児童自身がどれだけ成就感を持ったかという視点でのとら

えは弱かった。本実践では,児童自身の自己評価と学習への成就感に視点をおいて,学習展開を図

りまとめてみたい。自己評価力の育成を目指しても,その機会がなければ,児童は自己評価力をつ

けることはできない。学習活動の中で自己評価の機会を出来るだけあたえ,その方法を身につけさ

せながら,質的な向上を図ることが大切である。

2.「予想」と自己評価

本実践では,「予想とその結果」を研究の焦点としたい。社会科の授業において「……について

予想しましょう。」「予想を確かめましょう。」とは,よくされる発問である。課題をとらえ予想や

仮説を学習計画にそって検証し社会事象への認識を形成していく学習過程が社会科の一般的なもの

とされているからである。したがって,予想にほ,その児童の多くの能力が総合的に凝縮されてい

ると考える。それゆえ,その予想の結果について,その児童がどううけとめたかを知ることは授業

の成果や自己評価力の育成の方策の一つと考える。

右の表は

児童が学習

過程におい

て自分の予

想を持ち確

かめていく

ための能力

を表わして

みた試案で

ある。具体

的な実践の

中で,児童

(図表I)

予想とその結果を自己評価するための能力　 (追求力)

課題把握力
社会事象の中から, 疑問や矛盾を発見する能力

疑問や矛盾を整理して, 何が学習問題であるかをとらえる能力

計画立案力
経験や知識をもとにして予想をたてる能力

予想や仮説に根拠をもつ能力

調査検証力
記述や資料が表わしていることを読み取る能力

予想の当否, 限界, 問題点などを判断する能力

自身の「予想」に対する自己評価をもとに,その児童の追求力のあり方を明らかにできればと考え

ている。
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3.学習内容

(1)単　元　　日本各地の自然とくらし-「あたたかい土地と寒い土地」一(第4学年)

(2)単元について

・本単元は,気候や地形の条件から見た国内の特色ある地域の事例学習である。これまでの広島

市や県を中心にした学習から,本格的な国土理解に向かう学習の結節点にあり内容・指導方法の両

面について重要である。

・知的興味の高まってきているこの期の児童は,学習対象となる事柄について,本で調べたり,

資料を収集したりすることに意欲的である。本単元では,間接的な資料の活用が中心になるが,学

習の目的を踏まえた資料活用能力を養いたい。

(3)指導目標

①国内の地形や気候の異なる様々な土地に住む人々は,自然環境に適応しながらくふうして生活

していることをとらえさせる。

②地図その他の資料を効果的に活用して,自然環境の特色と人々のぐらしの関連などにつLr、て考

えさせるようにする。

(4)指導内容と計画……………………14時間(本時　第一次　第1時)

(5)本時の学習と自己評価

本時は,二つの学習活動によって構成されている。二つの地方の写真を見比べて違いを見つける

活動と月別平均気温のグラフから沖縄の暖かさを確かめる活動である。児童の自己評価力を高めて

いくためにほ,その際の自分が考えた学習の歩みをノートにきちんと表現させることが大切な条件

の一つである。この時期から高学年での学習は,間接資料をめあてに即して読み取ることによる学

習が中心となる。問題に気づく学習,問題を明確にする学習,追求する学習等それぞれにおいて,

自分の考え,人の意見,修正された考えなど各自が把握できるような授業を意図している。本時に

おいても,児童が学習について自己評価できるように学習活動のステップを設定している。

4.本時の学習活動と自己評価の実際

(1)本時の目標　沖縄県は,一年中あたたかいことを理解させる。

(2)準　備　　写真,平均気温のグラフ,日本地図

(3)1時間の学習の流れ

二つの地方の写真を見比べて違い

を見っける。 (那覇市と札幌市)

'○大単元と小単元の導入であるので,「気候に

よるくらしの違い」の問題に気付かせるために

次の順序で写真を提示して比較させた。

①2月の北海道の写真を提示
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(2月の北海道)

(板書)　　ち　　が　　い

・かれた木　　・花がさいた木

寒　い
・雪と氷　　　・雪や氷はない

・あっぎ　　　・うすぎ

・スケート　　　・遊びのちがい

広島市と森島市の月別軍馬気温

l

l
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γ / ＼
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/ ′ ＼ ＼
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(
2
月
の
沖
縄
県
)

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月

広島市　4.3　4.9　7.813.3け621.225.6・26.822.8廿011.56.6

那覇市16.016.4　t8.021.023.726.1.乃.127.827.124.321.318.1

(板書)

冬でもあたたかい沖縄県

・1年中15℃以上の気温

・11月でも泳げる。

・1月は,広島と11.7℃も差がある。

・12月は,11.5℃の差がある。

・沖縄県は,気温の変化が小さい。

・最低気温を知りたい。

◎
泳
げ
る
気
温

②2月の沖縄県の写真を提示

③写真の都道府県と位置を確かめさせる。

④写真を比べて,ちがいをノートに書き出す

⑤発表し合って,確認する。

←-「二つの地方の写真の違いを見つけよう。」

〇日分の学習結果について,評価できるように

ノートに個粂書きにさせ,気付かなかった事

柄については,書き加えるように指導した。

チェックポイント1　A君のノート

○これからは,日本でもっとも暖かい地方の代

表として,「沖縄県のくらし」を学習すること

を説明して,その「暖かさ」を問題にする。

①「暖かさ」をもっと明確にする方法を問う。

②気温についての資料を見つけさせる。

③月平均気温について説明する。

④両市のグラフを比較させる。

⑤川や海で泳げる20℃以上の月に注目させ

る。

-「那覇市と広島市の気温を比べて暖かさを確

かめよう。」

○比較して「わかったこと」を記述させる。

チェックポイント2　A君のノート
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(4)二つのチェックポイント」と自己評価

A君のノ.-トを学習後に読むと,彼なりに自己評価しながらノートづくりをしていることがわか

る。本時における2回のチェックポイント(その時間での自己評価の場面を私と児童の間で,そう

呼んでいる。)における板書とH君のノートを読み比べると,彼が自分の気付いた事柄の当否を確

かめながら,・友達の気付きを書き加えていることが分かる。児童の自己評価力を高めるためには,

学習活動の中で,自分の考えた事柄をフィードバックして吟味したり,友達の考えと比較したりで

きる学習指導が大切であろう。その条件としては,次のことが挙げられる。

ア . 学 習 過 程 に フ ィー ドノミッ クで き る場 面 が あ らか じめ 予 定 され て い る こ と

ィ . 自分 の 気 付 きや 考 え を ノ ー トに 記 述 で き る時 間 が 保 障 され て い る こ と

ウ. ノ ー トに 自分 の 考 え とみ ん な で 話 し合 っ て確 認 で きた こ とが 区 別 して 書 か れ て い る こ と

エ 学 習 過 程 に そ った ノ ー トづ く りの 指 導 と評 価 を 継 続 す る こ と

②　次時は,沖縄県の気候

(降水量・台風)について

調べ,それをてがかりに人

々のくらしを各自で予想す

る学習に入った。

その際,広島市と.のちが

いや三つの観点(産物・衣

食住・仕事)を示唆した。

5.単元を通しての自己評価覿

(1)個の予想　　　　艶彿

ヽ1

沖縄県の気候をもとにして,児童は,次のように「くらしの予想」を-している。

B君

∴寸吏くわ青無二-1(。印は,予想が確認された項目である。)
◎、あたたか目顔たかL軋む駐「
嬰_泉」J泉ゴ__u旦二王ユ_♪
0降水量か、男斗=1 かよヱ」.瑾:
聖上剋_)かりLユⅡj
＼

____、∴LL

た去企.且麺でヱ

尉主
つよ　り

」._}_。
た-かい

もフぎ之 5人が＼1惹けだ

◎馴ノか
かみいい成、うう∴
ゑ!杯か也「杜か
1んいちだう_う
たかl)劫だ、 日か
と∵2.旦た」」馳せ

¢馬車た㊦日._tJ.犀日程の
′か、射=lJり1-六、4、与、ヰノ帰
くノ芸か掛目げ、うう.

予想した事柄を記述させる場合,「……だから,……だろう。」「……なので,……だろう0」の

文形式で表現させることにより,予想の根拠を書かせることや内容が推測であることを意識できる

ように指導している。
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(2)みんなの予想

あたたかい沖縄県のくらしの予想(4年2組の場合) 図表I

[亘 :二:配 [ 壽亘 亘亘二]

・冬は雪がふ りに くい と思 う。 ・セ ーターは着な いだ ろ う。

・8 月 ごろ雨が よ く降 るのではないか。 ・うすい物を着 るのでは ないか。

・沖縄は南の方 にあるので、台風が 多いだろ う。 ・冬は長そで くらい しか着 ないだ ろ う。

・気候があたたか いので、動物 は冬眠 しない と思 う。 ・冬、手ぶ くろはつけな いだ ろ う。

・気候があたたか いので、虫が 多いのではないか。 (蚊 も多いだろ う) ・かぜ をひ く人が少ない のでは ないか。

・季節がは っき りしないのではないか。 ・衣がえがない と思 う。

[重 :工匠 ] l 人 々の仕事 l

・さと うきびが とれ るのではないか。 ・農業が さかんだ と思 う。

・パイ ナ ップルが とれ るのではないか。 ・海にか こまれてい るので、海 に関係す る仕事を

・木の実の汁を飲む こ とが できるのではないか。 してい るだろ う。

・店が少ないのでは ないか。 ・パパイヤ ・や しの実 を栽培 して いるのでは ない

か。

逗亘⊂] 圏・暑いので、窓の数が多 いだろ う。 ・沖縄 に も方言があ るのでは ないだろ うか。

・台風で物が とんで きて も窓が割れ ない ように、窓 には鉄 ごう L がつい ・今で もアメ リカの基地があ るだ ろ う。

てい るだろ う。 ・今 もひめゆ りの塔があ るだろ う。

・家の星 根は四角い (平た い) のでは ないか。 ・ホ ワイ ト ・ク リスマ スはな いだ ろ う。

・家が低いのでは ないか。

・こたつは しな い と思 う。

・家は コンク リー トでできているだ ろ う。

・だんは う用のエ ア コンは使わず 、 クー ラーだけあるのではないか。

・水ため タンクがあ る と思 う。

児童のノートをもとに,予想をまとめてやる。時には,児童の名前も書き添えてやると学習意欲

は,いっそう高まる。この内容を読み取ることによって,何を学習し確かめていくか,教科書のど

こに説明や資料があるかを見付けようとする学習姿勢が強くなってくる。

(3)予憩の検証のための学習内容

以後の学習は,各自で予想を確かめるための個人学習と一斉学習を交互に行なった。一斉学習で

は,主に資料の見つけ方やNHKの学校放送用のVTRの視聴をした。教科書とVTRの内容は,

次のとおりである。

教科書(新しい社会4下)1年中あたたかい土地のくらし一沖縄島一

・南の島,沖縄島・寒くない冬・長い夏と台風・季節とくらし・住いのくふう

・とくしょくのある作物・新しい農業・地いきの問題

VTR(NHK学校放送)暖かい地方「南の島々」(沖縄の人々のくらし)

6.自己評価表の作成

(1)記録化による自己評価

児童に予想させた場合,必ず検証さ

せることが社会科の追求力を育てる上

では,不可欠なことである。しかし,

個々の児童は,多種多様な内容の予想

をするので,その一つ一つを一斉学習

で取り上げることも難しい。

そこで,個々の児童が,学習後もう

一度単元全体をフィードノミックしなが

ら,何が分かり,何が違っていたか,

未解決の事柄は,何かを確かめさせる

ために右のような自己評価表を作成し

た。

B君

図表Ⅲ

君の予想とその務台奥lこつレヽてた1′ねます_

あたたかいf也プヲのくらし　く沖純絹ミ)

予想の数 ( /0　 )

予想の

櫓　　期

気候 魔物 イ主レヽ 衣月艮仕璃陣そのイ也

(・′ (J 9 0 0 ○

ホ白　　兵 ー (も ‡◎ も ⑦ ◎?7

点　　数 くら0 ) 点

君の予想とそのホ台輿lこつレヽてた一事~Jコtと~4~_

あたたかい哩方のくらし　く沖純娘　、毎予想の数 芦 .減 刑 ( 鳩 )藷琶鴇 . 簑・

1　.

鵬　　葬貝

li ・】tト 衣Ild 晶か l

ー 考丁 (〕

l戴禽　畢 ゐ 0 l
T
日 i

点　　嬰欠 く　qO ) 点
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○→◎ほ予想が当たったこと,○→×ほ予想が誤りだったこと,○→?は未解決であることを表わ

している。B君の自己評価は,3ページ下段右の予想のノートの記述とよく対応していることが分

かる。彼の課題把握力や検証力の確かさがみとれる。また,D君の場合は,予想した内容の分類に

当たってもう一度,内容項目を明記している。いずれにしても,このような評価活動をすることに

ょって,自分で課題をつくり解決していく学習の方法や楽しさが児童の感想からうかがえる。

E………自分のやった勉強の結果に,自分で点をつけるこのやり方は,.わかりやすくて,テスト

よりも楽しい。これからもやりたいです。

・F………この社会科アンケートは,楽しいし勉強する力が自分でわかるので一石二鳥だ。

G………この予想とその結果を確かめるやり方は,良いと思います。自分にどのくらいの予想す

る力があるか,それを確かめる力があるかがよくわかります。

H………予想したことを教科書やビデオで確かめました。教科書やビデオもいっしょうけんめい

に見ました。私の考えたことがどこで出てくるかと思いました。あたって楽しく,ちが

ってよくわかる勉強でした。

I………点数をふやすためにも,あたるかくりつをあげるためにも,たくさん予想したい。

次の「寒い地方のくらし」の学習では,予想はいっそう具体的になり,検証も的確さ

を高めていたB君のノートの記述を紹介しておく。

寒い地方のくらしの予想と結果(教は教科書　ビはビデオ)

(学習後の板書)

7.実践研究の結果

(1)自我の発達してきたこの時期の児童にとって,自己評価の活動は,学習意欲や興味・関心を

高める上で有意義であった。

(2)学習を自己評価させるためには,学習活動にそった自己記録としてのノート指導の継続が大

切である。

(3)児童がフィード/ミックできる自己評価とは,学習内容そのものに対する自己判断を促すよう

な自己評価表等の工夫も必要である。

(4)学習活動そのものが自己評価の過程となるように指導計画や指導過程を組織することが大切

である。
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